
                                                                           

（資料１） 

中村公園記念館、中村公園豊頌軒（なかむらこうえんきねんかん、なかむらこうえん

ほうしょうけん） 

  員 数：２棟 

  所在地：愛知県名古屋市中村区中村町字高畑（中村公園内） 

  所有者：名古屋市 

１ 登録理由 

中村公園記念館 

 迎賓館として建てられた建物で、南側正面の中央玄関に唐破風屋根の車寄せを張り出し、西側に

は書院造の和室が三僕に三室並ぶ。 

(登録基準：造形の規範となっているもの) 

中村公園豊頌軒 

 明治前期に建てられた表千家 11代家元碌々
ろくろく

斎
さい

の好みの茶室を昭和 32年に現在地へ移築したもの。  

(登録基準：造形の規範となっているもの) 

２ 概要 

  中村公園記念館 

   木造平屋建、瓦葺、建築面積 160㎡ 建設年代 明治 43年（1910）／大正期、昭和 25年（1950）

頃、昭和 33 年（1958）、昭和 45 年（1970）、昭和 50 年（1975）改造、平成 28 年（2016）改

修 

  中村公園豊頌軒 

   木造平屋建、瓦葺一部銅板葺、建築面積 42㎡ 建設年代 明治前期／昭和 32年（1957）移 

   築 

 

 中村公園記念館は、中村公園内の北側に位置し、公園内で最も高い場所にある。明治 43年（1910）

に名古屋で開催された第 10回関西府県連合共進会（博覧会）開催に合わせて、 

地元の要望を受けた愛知県が地元からの寄付を受けて建設した迎賓館である。 

 外観は、木造平屋建桟瓦葺で、Ｌ字型の寄棟屋根に正面中央に唐破風を持つ車寄せを張り出 

し、また建物周囲に下屋を張り出して廊下を廻した和風建築である。 

 内部は、竣工時の姿を伝えるのは玄関とその西側部分である。西側部分には、書院 

造の和室が三室、襖
ふすま

を介して並んでいる。これら三室の間にある欄間には「五三桐」をあしらった 

彫物が施されている。三室の天井高はいずれも３ｍあり、和室としては高い。 

三室のうち、南側の「座敷八畳」には床・棚が付され、北側の「座敷十畳」には床・棚・書院が 

付されている。北側の「座敷十畳」には炉が設けられている。この二室の壁は真壁
しんかべ

1 で聚
じゅ

楽壁
らくかべ

2 であ

る。またこの二室の間にある「座敷六畳」は、南北の二室をつなぐ座敷飾（床・棚・書院）のない

部屋であり、前室としての役割を果たしたと見られる。 

 第 10回関西府県連合共進会（博覧会）終了後の使用方法を想定し、地元の人々の冠婚葬祭で使う



                                                                           

ことを想定した平面となっている。この建物は、迎賓機能を持った集会施設であり、地域に根ざし

た近代和風建築である。 

  

中村公園豊頌軒は、中村公園のほぼ中心に位置し、瓢箪
ひょうたん

池
いけ

と競輪場の間に建つ簡素ながら洗練さ

れた意匠の茶室である。 

 もともとは「松林庵」と呼ばれていたようであるが、現在地に移築されてから豊頌軒に名称が変

わっている。明治初期に表千家 11代家元碌々
ろくろく

斎
さい

の好みの茶室として、現在の稲沢市祖父江町の資産

家である渡辺家邸内に建てられたと伝えられる。 

 祖父江町から中村公園内への移築は、昭和 22年（1947）の豊臣秀吉 350年祭時から、記念事業と

して茶室建立が提案され、昭和 32年（1957）に実現した。 

 昭和 57年（1982）に、豊国神社献茶会長から寄付の申込があり、名古屋市所有の建物となった。 

 木造平屋建、桟瓦葺の切妻屋根で、銅板葺の庇が深く張り出す外観である。本席を中心とする平

面構成で、建物の西側に水屋、北側に玄関、北東には玄関より出入りできる寄付 3を配している。本

席の内部は四畳半台目で、台目
だ い め

畳
だたみ

4の点前座が北西隅にあり、炉が四畳半に設けられる出炉で本
ほん

勝手
が っ て

5の台目切になり上座床である。寄付は移築時に増築されたと伝えられ、規模は二畳台目で西側に台

目畳が敷かれている。  

   

真壁
しんかべ

１：柱を露出する壁のこと。和室や数寄屋造や書院造の建物、伝統家屋に見られる。 

聚
じゅ

楽壁
らくかべ

2：和室の壁に使われる左官壁（通称砂壁）のこと。 

寄付 3：茶席での手荷物の置き場所や、身づくろいをする場所。 

台目
だいめ

畳
だたみ

4：茶室の畳のひとつで、普通の畳のおよそ４分の３の大きさである。 

本
ほん

勝手
がって

5：点前座に座る亭主の右側に客が着座する席構えのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村公園記念館 車寄せ（名古屋市教育委員会提供） 

 



                                                                           

        

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

                     

中村公園記念館 手前から座敷八畳、座敷六畳、座敷十畳

を望む          （名古屋市教育委員会提供） 

中村公園豊頌軒 本席 南西から                       

（名古屋市教育委員会提供） 

 

中村公園豊頌軒 外観から（土庇） 

（名古屋市教育委員会提供） 

 


